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1.調査の目的および各種概要
（1）本調査の目的

学生自身による学生生活の自己評価の実施により、本学における教育の成果を測定する。

今年度から大学IRコンソ―シアムに加入したため、国公私立大学66大学（加盟数は2022年10月現在）

の加盟校間で同一形式の調査結果を比較し、本学の教育の特徴・成果を確認する。

（2）実施概要

①対 象

②実施期間

③調査方式

④周知方法

全学部の学生（1年生と上級生（2～4年生）に分けて調査）

2022年11月16日（水）～12月16日（金）

Web調査（GoogleWorkspace（有償契約）のformを活用） 
UNIPA掲示およびメールによる回答促進

（3）回収状況の概要

①全体の回収率（過去3年間の回収率の推移）

②学部・学年別の回収率
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在籍者数 回答者数 回答率

1年生 2254 1050 46.6%

上級生 6366 1652 26.0%

全体 8620 2702 31.3%

学部 回答者数 在籍者数 回答率

未来科学部 481 1542 31.2%

工学部 892 2631 33.9%

ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ工学部 318 1078 29.5%

工学部第二部 205 716 28.6%

理工学部 806 2651 30.4%
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2.設問の構成

（1）設問設計について

本年度より大学ＩＲコンソーシアムへの加入に伴い、調査票が大幅に変更された。

設問は以下の構成となっている

①設問のサマリ

②各種項目の詳細

a.学生自身の状況

a-1.通学時間（片道どの程度かかるか）

a-2.居住形態（実家暮らし、または一人暮らしなど）
b.大学入学以降の学習経験・成⾧実感
b-1.受講した授業内での経験

b-2.授業・授業外での学習経験

b-3.一週間当たりの時間の使い方

b-4.入学から現在までの能力・知識の変化

c.英語の学習状況

c-1.英語でコミュニケーションをとることを目的とした渡航経験および

c-2.聞く、読む、会話、表現、書くの5つの観点から到達しているレベルの確認

（１年生）入学時と現在のそれぞれの英語の能力レベル

（上級生）現在の到達レベル

d.大学生活に関する充実度・満足度

d-1.在学中にうまくいったこと

d-2.学生生活の充実感

d-3.教育内容・環境への満足度

d-4.設備や学生支援制度の満足度

e.（１年生）高校時代の状況・本学への志望度 ／（上級生）進路希望・将来への見通し

上級生向けの調査

a. 学生自身の状況
b. 現在の学習経験
c. 英語の学習状況
d. 大学生活に関する充実度・満足度
e. 進路希望・将来への見通し

a. 学生自身の状況
b. 大学入学以降の学習経験・成⾧実感
c. 英語の学習状況
d. 大学生活に関する充実度・満足度
e. 高校時代の状況・本学への志望度

1年生向けの調査

（上級生）

e-5_上級生.卒業後の進路

e-6_上級生.将来の見通し

e-7_進路準備に向けて経験したいこと

（１年生）

e-1_１年生.現役・浪人の有無

e-2_１年生.第一志望

e-3_１年生.高校での成績

e-4_１年生.高校3年生時に取り組んだこと

※上記の集計結果は質問数が膨大であるため、報告書上は抜粋のみを掲載しております。集計結果の
詳細については学内向けは後日、Tableau Readerでご提供させて頂く予定です。また、学外に向けに
ついては全体の集計結果をTableauPublicにて公開を予定しております。
（学外公開は個人および学部等の情報は掲載せず、1年生と上級生の全体の情報を掲載）



10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東京千住 1年⽣ 2022

上級⽣ 2022

埼⽟鳩⼭ 1年⽣ 2022

上級⽣ 2022

03)1時間以上〜1時間30分未満
31.4%

02)30分以上〜1時間未満
32.7%

01)30分未満
15.3%

03)1時間以上〜1時間30分未満
31.1%

02)30分以上〜1時間未満
34.3%

01)30分未満
15.0%

01)30分未満
26.8%

01)30分未満
22.4%

問2.あなたの⽚道の通学時間を教えてください。

05)2時間以上 04)1時間30分以上..03)1時間以上〜1時.. 02)30分以上〜1時.. 01)30分未満

東京千住 1年⽣ 2022

上級⽣ 2022

埼⽟鳩⼭ 1年⽣ 2022

上級⽣ 2022

15.3%
118

32.7%
252

31.4%
242

16.2%
125

4.3%
33

15.0%
169

34.3%
387

31.1%
351

14.3%
161

5.4%
61

26.8%
75

16.8%
47

20.0%
56

22.1%
62

14.3%
40

22.4%
118

15.0%
79

25.0%
132

23.1%
122

14.4%
76

回答
01)30分未満

02)30分以上〜1時間未満

03)1時間以上〜1時間30分未満

04)1時間30分以上〜2時間未満

05)2時間以上



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東京千住 1年⽣ 2022

上級⽣ 2022

埼⽟鳩⼭ 1年⽣ 2022

上級⽣ 2022

01)家族または親戚と暮らしている
88.3%

01)家族または親戚と暮らしている
82.9%

01)家族または親戚と暮らしている
70.4%

01)家族または親戚と暮らしている
76.9%

問3.あなたの現在の居住形態は次のうちどれですか。

04)その他 03)⼤学寮や合宿所
02)アパート・

学⽣マンションでひとり暮らし
01)家族または親戚と暮ら

している

東京千住 1年⽣ 2022

上級⽣ 2022

埼⽟鳩⼭ 1年⽣ 2022

上級⽣ 2022

88.3%
680

10.5%
81

0.8%
6

0.4%
3

82.9%
936

14.9%
168

0.8%
9

1.4%
16

70.4%
197

27.5%
77

2.1%
6

76.9%
405

21.8%
115

0.2%
1

1.1%
6

回答
01)家族または親戚と暮らしている

02)アパート・学⽣マンションでひとり暮らし

03)⼤学寮や合宿所

04)その他



問4.あなたが受講した⼤学の授業で、次のようなことを経験する機会はどのくらいありましたか。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東京千住 1年⽣ 2022

上級⽣ 2022

埼⽟鳩⼭ 1年⽣ 2022

上級⽣ 2022

04)ひんぱんにあった
35.0%

03)ときどきあった
47.9%

04)ひんぱんにあった
43.0%

03)ときどきあった
44.2%

04)ひんぱんにあった
27.9%

03)ときどきあった
56.1%

04)ひんぱんにあった
32.1%

02)あまりなかった
14.9%

03)ときどきあった
47.9%

(問4A)授業経験：実験、実習、フィールドワークなどを実施し、学⽣が体験的に学ぶ 問4回答
04)ひんぱんにあった

03)ときどきあった

02)あまりなかった

01)まったくなかった

(問4A)授業経験：実験..
(問4B)授業経験：仕事..
(問4C)授業経験：授業..
(問4D)授業経験：授業..
(問4E)授業経験：学⽣..
(問4F)授業経験：定期..
(問4G)授業経験：教員..
(問4H)授業経験：学⽣..
(問4I)授業経験：授業..
(問4J)授業経験：授業..
(問4K)授業経験：授業..
(問4L)授業経験：取りた..
(問4M)授業経験：出席..
(問4N)授業経験：TAや..

01)まったくなかった 02)あまりなかった 03)ときどきあった 04)ひんぱんにあった

東京千住 1年⽣ 2022

上級⽣ 2022

埼⽟鳩⼭ 1年⽣ 2022

上級⽣ 2022

35.0%
272

35.0%
272

47.9%
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47.9%
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9.8%
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57

7.3%
57

43.0%
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43.0%
799

44.2%
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44.2%
821
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10.4%
194

2.3%
43

2.3%
43

27.9%
78

27.9%
78

56.1%
157

56.1%
157

11.8%
33

11.8%
33

4.3%
12

4.3%
12

32.1%
280

32.1%
280

47.9%
417

47.9%
417

14.9%
130

14.9%
130

5.1%
44

5.1%
44



問4.あなたが受講した⼤学の授業で、次のようなことを経験する機会はどのくらいありましたか。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東京千住 1年⽣ 2022

上級⽣ 2022

埼⽟鳩⼭ 1年⽣ 2022

上級⽣ 2022

04)ひんぱんにあった
22.3%

02)あまりなかった
19.4%

03)ときどきあった
55.5%

04)ひんぱんにあった
25.6%

02)あまりなかった
18.6%

03)ときどきあった
53.6%

04)ひんぱんにあった
24.3%

02)あまりなかった
20.7%

03)ときどきあった
51.4%

04)ひんぱんにあった
23.0%

02)あまりなかった
20.3%

03)ときどきあった
53.6%

(問4B)授業経験：仕事に役⽴つ知識やスキルを学ぶ 問4回答
04)ひんぱんにあった

03)ときどきあった

02)あまりなかった

01)まったくなかった

(問4A)授業経験：実験..
(問4B)授業経験：仕事..
(問4C)授業経験：授業..
(問4D)授業経験：授業..
(問4E)授業経験：学⽣..
(問4F)授業経験：定期..
(問4G)授業経験：教員..
(問4H)授業経験：学⽣..
(問4I)授業経験：授業..
(問4J)授業経験：授業..
(問4K)授業経験：授業..
(問4L)授業経験：取りた..
(問4M)授業経験：出席..
(問4N)授業経験：TAや..

01)まったくなかった 02)あまりなかった 03)ときどきあった 04)ひんぱんにあった

東京千住 1年⽣ 2022

上級⽣ 2022

埼⽟鳩⼭ 1年⽣ 2022

上級⽣ 2022

22.3%
173

22.3%
173

55.5%
431

55.5%
431

19.4%
151

19.4%
151

2.8%
22

2.8%
22

25.6%
475

25.6%
475

53.6%
996

53.6%
996

18.6%
345

18.6%
345

2.2%
41

2.2%
41

24.3%
68

24.3%
68

51.4%
144

51.4%
144

20.7%
58

20.7%
58

3.6%
10

3.6%
10

23.0%
200

23.0%
200

53.6%
467

53.6%
467

20.3%
177

20.3%
177

3.1%
27

3.1%
27













































































































（⼀年⽣向け）問8.あなたの英語の各能⼒について、⼊学時・現在それぞれの到達していると思うレベルを１つずつ答えてください。
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2022

2022

24.1%35.8%34.6%

36.3%40.3%15.0%

英語運⽤能⼒：聞く⼒
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2022

2022

37.2%29.9%19.7%

16.0%43.5%28.0%

英語運⽤能⼒：読む⼒

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

2022

2022

33.4%29.4%30.8%

41.4%29.0%17.4%

英語運⽤能⼒：表現⼒

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

2022

2022

29.3%37.1%25.1%

36.9%35.5%15.0%

英語運⽤能⼒：書く⼒

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

2022

2022

13.7%19.4%30.6%29.0%

21.0%24.8%30.0%14.0%

英語運⽤能⼒：会話⼒
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05)C1

04)B2
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02)A2

01)A1

06)C2

05)C1

04)B2

03)B1

02)A2

01)A1

06)C2

05)C1

04)B2

03)B1

02)A2

01)A1

06)C2

05)C1

04)B2

03)B1

02)A2

01)A1

08)C2

07)C1

06)B2

05)B1

04)A2-2

03)A2-1

02)A1-2

01)A1-1

01)A1 ..02)A2 ..03)B1 ..04)B2 ..05)C1 ..06)C2 ..

2022

2022

0.7%
7

0.9%
9

4.0%
42

24.1%
253

35.8%
376

34.6%
363

0.6%
6

1.2%
13

6.7%
70

36.3%
381

40.3%
423

15.0%
157

英語運⽤能⼒：聞く⼒

01)A1-..02)A1-..03)A2-..04)A2-.. 05)B1.. 06)B2.. 07)C1.. 08)C2..

2022

2022

0.4%
4

0.6%
6

1.5%
16

4.9%
51

13.7%
144

19.4%
204

30.6%
321

29.0%
304

0.2%
2

1.2%
13

2.3%
24

6.5%
68

21.0%
221

24.8%
260

30.0%
315

14.0%
147

英語運⽤能⼒：会話⼒

01)A1.. 02)A2.. 03)B1.. 04)B2.. 05)C1.. 06)C2..

2022

2022

0.6%
6

1.5%
16

11.0%
116

37.2%
391

29.9%
314

19.7%
207

0.6%
6

2.6%
27

16.0%
168

43.5%
457

28.0%
294

9.3%
98

英語運⽤能⼒：読む⼒

01)A1 ..02)A2 ..03)B1 ..04)B2 ..05)C1 ..06)C2 ..

2022

2022

0.5%
5

1.2%
13

6.7%
70

29.3%
308

37.1%
390

25.1%
264

0.4%
4

2.1%
22

10.1%
106

36.9%
387

35.5%
373

15.0%
158

英語運⽤能⼒：書く⼒

01)A1..02)A2..03)B1..04)B2.. 05)C1.. 06)C2..

2022

2022

0.3%
3

0.5%
5

5.6%
59

33.4%
351

29.4%
309

30.8%
323

0.4%
4

1.0%
10

10.9%
114

41.4%
435

29.0%
304

17.4%
183

英語運⽤能⼒：表現⼒



（上級⽣向け）問8.あなたの英語の各能⼒について、現在到達していると思うレベルを１つずつ答えてください。

0%10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2022 31.0%33.7%27.9%

英語運⽤能⼒：聞く⼒（上級⽣：現在）

0%10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2022 11.1%44.1%27.8%14.4%

英語運⽤能⼒：読む⼒（上級⽣：現在）

0%10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2022 35.3%28.3%29.1%

英語運⽤能⼒：表現⼒（上級⽣：現在）

0%10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2022 14.5%21.1%29.6%26.2%

英語運⽤能⼒：会話⼒（上級⽣：現在）

0%10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2022 30.5%36.9%23.9%

英語運⽤能⼒：書く⼒（上級⽣：現在）

06)C2

05)C1

04)B2

03)B1

02)A2

01)A1

06)C2

05)C1

04)B2

03)B1

02)A2

01)A1

08)C2

07)C1

06)B2

05)B1

04)A2-2

03)A2-1

02)A1-2

01)A1-1

06)C2

05)C1

04)B2

03)B1

02)A2

01)A1

06)C2

05)C1

04)B2

03)B1

02)A2

01)A1

01)A1-1..02)A1-2..03)A2-1..04)A2-2.. 05)B1.. 06)B2..07)C1 ..08)C2 ..

2022
0.7%
11

0.6%
10

2.1%
34

5.3%
88

14.5%
240

21.1%
349

29.6%
490

26.2%
434

英語運⽤能⼒：会話⼒（上級⽣：現在）

8

01)A1.. 02)A2.. 03)B1.. 04)B2..05)C1 ..06)C2 ..

2022
0.7%
11

1.2%
20

6.9%
114

30.5%
505

36.9%
611

23.9%
395

英語運⽤能⼒：書く⼒（上級⽣：現在）

01)A1.. 02)A2.. 03)B1.. 04)B2..05)C1 ..06)C2 ..

2022
0.8%
13

0.8%
14

5.7%
95

35.3%
584

28.3%
468

29.1%
482

英語運⽤能⼒：表現⼒（上級⽣：現在）

01)A1.. 02)A2.. 03)B1.. 04)B2..05)C1 ..06)C2 ..

2022
0.8%
13

1.9%
31

11.1%
184

44.1%
730

27.8%
460

14.4%
238
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英語運⽤能⼒：聞く⼒（上級⽣：現在）
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問９.英語でコミュニケーションをすることを⽬指した渡航経験があれば、その期間（複数回の経験がある場合は最⻑のもの）につ
いて１つ選んで回答してください。
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4.今後の課題
当該調査は今年度より本学が大学IRコンソーシアムへ加入したことに伴い、調査票を大学間

共通で実施することでベンチマーク比較が可能となった。また学修成果の把握・可視化が

可能となる調査設計になっていることから経年で学生の動向を調査する構成となっている。

一方で、調査票の質問数が大変多くなり回答者に対する回答コストはそれに比例して大きくなった。

それに伴い、回収方法もwebフォームの仕様変更など従来と大きく変更することとなった。

以上のことをふまえ、今後、以下の課題を改善していくことが求められる。

（1）回収率に関する課題

2021年度より回収率は向上したものの、当該調査におけるメリットとなる学生の成⾧実感の

経年変化をトレースするためには現状の全体31.3％の回収率は大きく改善が求められる結果で

あると考えられる。他大学のケースを参照にするとともに当該調査の大学内での位置づけを

アンケートではなく、学修成果の把握・可視化または内部質保証として利活用を拡充を可能にする

ためには回収率を抜本的に向上させる施策を検討し関係部局とも協議を進め、改善を進めていく

必要がある。

（2）調査ツールに関する課題

調査に使用したGoogleのwebフォーム形式はセキュリティ上の観点から、IRセンターの関係者に

有償ライセンスを付与し実施した。しかし本学ではGoogleの各種サービスが未導入であるため、

回答者側の学生は統合ID認証による入力が行われていない。そのため、学生が回答時に学籍番号を

入力する形式となった。これに伴い、学籍番号の誤入力による回答が複数発生した。

GoogleWorkplace For educationの導入により、上記のクレンジング処理の工程の削減の他、

学生側の回答編集が可能などのメリットが大きい。これについては関係部局に導入についての

依頼・協議を進めていく。

（3）集計結果の利活用拡充に関する課題

①学修成果の可視化・内部質保証への利活用

大学IRコンソーシアムへの参画に伴い、調査票が大きく変更されたことに伴い、当該調査が

主観的な「学修成果の把握・可視化」となる調査項目が多く含まれている。これらを経年で学生

自身にフィードバックをできる仕組みを構築することで当該中継結果の利活用を拡充することで

教学マネジメント・内部質保証に利活用を拡充することが可能と考えられる。

②他大学（ベンチマーク校）との比較

他大学との共通質問票となることで本学の教育の特徴や現在のポジショニングなどを検証する

ことが可能となったことから、今後さらに分析を進め利活用を拡充していく。特に強く意識する

理工系大学などについては重点的に比較検討を行う（本調査の他大学データは次年度の6月以降に

コンソーシアムよりシステムを通じて提供される予定。）

③上記をふまえた当該調査においての重点項目の明確化及び他のアンケートとの調整

調査票の項目において重点となる項目を検討し、当該調査を含めた他の各種アンケート

（新入生や卒業時、卒業後、授業アンケートなど）との関連性を協議する機会を中⾧期的に

検討し関連部局とも協議を進めていく必要がある。
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